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世界貿易センタービルディング

在地:東京慈遊説誤松町  24-1 

途:事務所・パスターミナル・ j苫舗


工:1970年(昭和45年〉


者:鮒世界貿易センタービルデイング


前者:縄目

総武藤構滋力学誘究s奇
工者:鹿島建設掛

維持管理者:側役界貿易センタ」ピルデイング

世界貿易センタービルデイングは「世界貿易と交通に関するセンタ…jとして 1970年に完成した。護ヶ鴎ど

め Jレに絞いて東京で 2番筏に建てられた揺高麗ぜルである。総高層ビ jレとしてはその足元にそノレール、 JR、

地下鉄などにつながるコンコースやパスターミナ1レなどの公共交通機誌を持つ数少ない複合機能灘高層ビルで

あるの 33年の長さにわたってターミナル乗降客を含か…日 10万人という膨大な人々に休みなく徒われ続けてき“

たが、未だに建てられた当時と変わらない伶まいを克せ続けている。外壁の特椴あるこげ茶色のアルミパネル?

は浅田式自然発色仕上げであるが、年に 3闘の掃除によって現在も娩設当時の品費をほぼ保っている。

このぜルの特筆すべき特散は島幸番おにその維持保全体朝にある。竣二日愛知年に中長期修譜計揺を立案、 「快 

di遊性、機能性、安全性jそよそットーに長寿命叱を関るために所有者、設計者、雄:工務三者で月例の維持保全会側

議そ開催し続けている。ぜJvの管理を他社に委託せず所有者の管理部門が臨捧各専門会社を統指することで水

自の織かい維持保全議委主を可能にしている。その結巣、議在でも入居者の 8離は建物竣工時からのテナントと

らしい状認が見える。その後も定期的に調査や診断を行い、 1990年の20年目に物理的劣化と並んでネ1
会的(情報化〉劣化に対する対策を第」次リニューアルとして関絵した。 40年闘の2010年には第二次リニュー

尚ア 1レが計磁されているなど、長寿命化に対する堅実な考え方が勾える。

自の特徴は当初の針耐の妥当1生である。当時としては徹底した基懲モデユ~]レ、適切な巣行き、フレごt- ~ 

シピリテイの高いセンターコア方式、そしてやJよりあ色々な箭擦の変化、社会環境の変化に前えられるのが余

裕のある設備スペースである。特に当時としては!雨期的な大きさの電気シャフトは配電方式の切り替えや IT
&化対応会容易にしている。

三番目に、今回のリニユ}ア jレの中に見える省エネ、 IT化方針の適切な時代性である。現代のテナントの

一一ズを先取りした ITサ}パーセンターは不要になった寓話交換機援を転用したという O そのセキュリティ

も十分である。全館先 LANや事務室の丘北対応はいうまでもない。低層部分務上に太陽先発電設舗は 

OkW)とともに設置されたガスタービン・コージェネレ〕ション・システム(1， 500kW)は大鵜な;器料費削

減の効果だけではなく、大舶なこ酸化炭紫の排出綾部減を来たしている。

所有者、設計“者、箱二仁者の関係者全員の、この建物を大切にしたいという聴いを感じさせるロングライブ 
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